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■□■ショートコメント■□■ 

◆２０歳前後の大学生が自分の人生を考え、「俺には何か特別な未来があるはず！」と思

い悩むのは当然。もっとも、そう思いつつ、『ソーシャル・ネットワーク』（10年）で描か

れた、米フェイスブックを創業したマーク・サッカーバーク最高経営責任者（ＣＥＯ）（『シ

ネマ26』18頁）等の例外を除いて大多数は“普通の道”を歩んでいくものだ。ところが、

ケンタッキー州トランシルヴァニア大学の大学生ウォーレン・リプカ（エヴァン・ピータ

ーズ）とスペンサー・ラインハード（バリー・コーガン）、さらに、チャールズ・Ｔ・アレ

ン２世（ブレイク・ジェナー）とエリック・ボーサク（ジャレッド・アブラハムソン）は、

何と何と・・・。 

 

◆本作のチラシには、「『オーシャンズ１１』のような実話」として本作を次のとおり紹

介している。すなわち、 

 

アメリカン・アニマルズ 

2018年／アメリカ・イギリス映画 

配給：ファントム・フィルム／116分 

2019（令和元）年5月30日鑑賞 シネ・リーブル梅田 

 

★★★ 
監督・脚本：バート・レイトン 

出演：エヴァン・ピーターズ／バリ

ー・コーガン／ブレイク・ジ

ェナー／ジャレッド・アブラ

ハムソン 
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◆『オーシャンズ』シリーズはプロの“技術の冴え”が秀逸だったが、本作の“犯行決

行日”の姿を見ていると、アレレ・・・。今ドキの若者たちの知能レベルから根性の据え方

まで、何と情けない！これでは、いくら綿密な計画を立てても、その成功など、とてもと

ても・・・。 

 

◆１９８０年代の日本人は「エコノミック・アニマル」と呼ばれたが、これは、恐怖感

と共に若干の畏敬の念が含まれていた。しかして、バート・レイトン監督は、本作の若者

たちを「アメリカン・アニマルズ」と表現したが、私に言わせれば、彼らは単なるバカ！

４人とも懲役７年の実刑を終えて、今はそれぞれまともな（？）人生を歩んでいるそうだ

が、そんな物語を映画にして一体何の価値があるの？ 

２０１９（令和元）年６月４日記 

 

 


